
公共経済学（原田） 

第 5 回 講義資料 

 

厚生経済学の命題[1] 部分均衡分析 
 

n 政府の役割 

① 資源配分機能 

② 所得再分配機能 

③ 安定化機能 

④ 将来世代への配慮 

 

n 政府の見方 

① 夜警国家 

② 福祉国家 

③ ハーベイ・ロード 

④ 政治の経済理論（政治経済学，公共選択の理論） 

 

n 市場経済と政府 

①	
 経済学における財： 

狭義の「財」（goods）と「サービス」（services） 

② 希少性と市場 

③ 価格とは何か？ 

 

n 部分均衡分析 

ある 1 つの財やサービスの需要と供給について分析． 

• その他の財や諸々の条件については「一定」，「所与」として考える． 

• 「一般均衡分析」：複数の相互依存的な市場の同時的な分析 

① 完全競争の仮定 

• 完全競争市場とは，価格を左右しうる力＝市場支配力（market power）を誰も持っ

ていない市場． 

 

• 誰もが                      として行動する市場． 

 



② 超過供給と超過需要 

• 超過供給： 

• 超過需要： 

③ 社会的な必要性 

• 財の希少性 

• 需給の                       が必要性を決定する． 

④ 価格とは 

 

n 資源配分メカニズム 

• 市場を通じた価格による需給調整 

• 市場での価格変動を通じて各財の生産に資源が適切に配分される，という                           

が市場には備わっている． 

① 資源配分の効率性 

• どの経済主体も，より高い厚生を達成することを目指し行動する． 

• 最適な資源配分 

 

                           

他のいずれかの経済主体の効用（あるいは生産量）を減らさずには，他のどの経済主体の

効用（あるいは生産量）も増加させることが出来ない状態． 

 

② 余剰分析 

• 交換の利益の指標を「個人の主観的価値の大きさ」＝「             」と結びつけて

効率的資源配分を論じるのが余剰概念である． 

 

 

 

 

 

 



I. 消費者余剰 

ある財に対する消費者の主観的な価値額（評価額）から，それを手に入れるために実際に支

払った額を差し引いた額で，取引を行うことにより消費者が得る純利益である． 

 

 

II. 生産者余剰 

ある財を生産するのにかかった費用を，それを販売することによって得られた収入から引い

た額で，取引を行うことにより生産者が得る純利益である． 

 



III. 社会的余剰 

市場に参加するすべての経済主体が得る余剰の総合計である． 

 

 

 

ü 社会的余剰の最大化 

 


